
――― 8

日
本
最
大
級
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
真
ん
中

に
麻
生
区
、
南
は
東
急
電
鉄
の
「
田
園
都
市
」。

麻
生
区
は
公
団
に
も
鉄
道
会
社
に
も
頼
ら
ず
、

農
地
を
コ
ツ
コ
ツ
と
宅
地
化
、
全
体
計
画
も
な

く
。

　

麻
生
区
は
川
崎
市
な
の
だ
け
れ
ど
、
電
車
で

行
く
の
に
、
川
崎
駅
か
ら
行
く
よ
り
新
宿
駅
か

ら
行
く
方
が
半
分
の
時
間
で
済
む
。
行
政
か
ら

も
遠
い
。
麻
生
区
自
身
が
一
九
八
二
年
に
分
離

独
立
し
て
で
き
た
新
し
い
区
。

東
京
の
郊
外
の
形
成

　

先
の
三
つ
の
郊
外
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
民
は

そ
れ
ぞ
れ
多
く
は
東
京
都
心
に
通
勤
す
る
。
川

崎
市
麻
生
区
で
あ
れ
、
横
浜
市
青
葉
区
田
園
都

市
線
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
で
あ
れ
。
地
元
で
地
域

づ
く
り
に
は
ビ
ハ
イ
ン
ド
が
多
過
ぎ
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
通
勤
先
も
行
政
も
遠
い
の
に
。

　

本
書
を
読
ん
で
気
が
つ
く
の
は
、
小
さ
な
偶

然
、
小
さ
な
資
源
が
積
み
重
な
っ
て
大
き
な
ま

ち
づ
く
り
運
動
に
育
っ
て
い
く
過
程
だ
。

　

一
九
三
三
年
こ
の
地
に
映
画
製
作
所
が
で
き

た
。
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
に
多
摩
川
の
水
が
必
要

だ
っ
た
そ
う
だ
。
芸
術
の
種
が
こ
ぼ
れ
る
。
文

学
者
・
芸
術
家
が
移
り
住
む
、
逃
げ
る
よ
う
に
、

隠
れ
る
よ
う
に
。
一
九
六
一
年
に
元
中
央
公
論

編
集
者
の
藤
田
親
昌
が
移
り
住
む
。
藤
田
は
本

書
に
何
度
も
登
場
す
る
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
の
時
代
、
民
衆
の
側
の
表
現
を
大
事
に

す
る
行
動
を
と
る
。彼
は
戦
中
の
四
四
年
、横
浜

事
件
で
検
挙
さ
れ
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
拷
問

を
受
け
る
。
後
に
市
の
教
育
委
員
な
ど
を
歴
任
。

住
民
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

　

芸
術
の
ま
ち
を
作
る
に
は
、
有
名
な
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
招
致
な
ど
で
は
な
く
、
卑
小
で
美
し

く
な
い
こ
と
の
方
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
徹
底
的

な
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
っ

た
。
そ
の
実
施
の
た
め
に
、
一
般
財
団
法
人
川

崎
新
都
心
街
づ
く
り
財
団
が
作
ら
れ
た
。
住
民

の
街
づ
く
り
の
た
め
に
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
必

ず
い
る
。

　
　
　
　
　
　
評
者  

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

川
崎
市
麻
生
区

　

川
崎
市
麻あ
さ

生お

区
と
い
っ
て
も
、
全
国
の
読
者

の
皆
さ
ん
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で

は
な
い
と
思
う
。
新
百
合
ヶ
丘
（
新
ゆ
り
）
は

ど
う
だ
ろ
う
。
最
近
映
画
祭
な
ど
で
有
名
に
な

っ
て
き
た
。

　

東
京
と
神
奈
川
に
接
す
る
多
摩
丘
陵
は
戦
後

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
実
験
場
と
な
っ
た
。
北
か
ら

『
持
続
す
る
郊
外

―
―
住
民
主
導
の
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
』

青
弓
社
、
四
四
〇
〇
円

川
崎
新
都
心
街
づ
く
り
財
団 

監
修

平
本
一
雄 
編
著
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